
氏名： 吉谷 修 （よしたに おさむ） 

所属： 共通教育科

職名： 教授

所属学会・協会： 日本武道学会（評議員），身体運動文化学

会（理事），全日本学生剣道連盟（理事）

研究分野

武道を中心としたスポーツの歴史的分野、剣道 

キーワード

精力善用・自他共栄 

研究概要

現在、嘉納治五郎の「精力善用・自他共栄」論を中核にして、嘉納と同時期のフランスの教育改革やオリン

ピックムーヴメントと嘉納の教育論との相互関連性について研究を進めています。 

研究シーズ、テーマの内容

研究というより、どちらかといえば剣道が好きで、自分なりに頑張っています。現在七段で、八段にも挑戦し

ています。 

自身の剣道修行や指導の糧となるように、武道を中心にスポーツの歴史的な分野やスポーツ教育論につ

いて研究しています。 

現在取り組んでいる研究テーマは、近代オリンピックが開催されるようになった時期に、近代オリンピック開

催の立役者となったピエール・ド・クーベルタンの母国であるフランスの教育界で、スポーツによる教育がどの

ようなものとして理解され、それが日本のスポーツ界や武道界にどのような影響を与えたかについて研究して

いるところです。 

フランス語の文献の翻訳が思うように進まずに苦労していますが、何とか一通りの結論が出せるように頑張

りたいと思っています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

著書：剣道を知る辞典（共著）平成 21 年 5 月東京堂出版 

学会発表：久留米市におけるソーレ事件と西郷四郎の動向（平成 29 年 12 月身体運動文化学会第 22 回大

会）

その他の活動：全日本学生剣道連盟理事兼審判委員（平成 21 年 12 月～） 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

剣道：教士・七段 体育関連科目や部活動（剣道）を通して、元気はつ

らつとした青年の育成に寄与できればと思っていま

す。学生共々、よろしくお願い申し上げます。 

提供可能な設備機器

なし 

氏名： 堀 憲一郎 （ほり けんいちろう） 

所属： 共通教育科（教職課程） 

職名： 教授 

所属学会・協会： 日本教育心理学会，日本キャリア教育学会 

研究分野 

教育心理学 

キーワード

大学生の職業観、ディスカッションを通した学習過程

研究概要 

①大学生のディスカッションスキルの検討。②小・中・高でのディスカッションを用いた授業実践に関する調

査。 ③大学生の職業観の発達。 

研究シーズ、テーマの内容 

 近年、若者の雇用情勢をめぐり、ミスマッチによる早期離職や非正規雇用やニート等の増加といった問題が

多く指摘されています。また同時に、新卒一括同時採用、長期雇用、年功序列といった従来の日本社会固

有のメンバーシップ型雇用の形態も大きく変化しつつあります。一方、AI・人工知能の発達等により、今後 10

年から 20 年で人間が行う仕事の約半分が機械に奪われるという予測もあります。このような社会情勢の変化

を受け、キャリア教育の重要性が高まっています。 

本学でも、学生の就業力育成に関する授業科目を 1 年次より系統的に設け、キャリア教育に取り組んでい

ますが、その中でキャリア形成に対するどのような態度を育む教育を行っていくべきなのかといったことが研

究の大きな背景・問題意識となります。 

 研究課題としては、大学生の職業に対する意識や、そこで求められる能力・スキルについての認識がどのよ

うなものであるのか、またその実態と社会が大学生に求める能力・スキルとの間にあるギャップをどのようにし

て縮めることができるのかについて研究を進めています。これからの社会では、将来の不確実さを受け入れる

柔軟性、すなわち将来を確実なものにする努力にも関わらず、不確実が常に付きまとうことを受け入れる態度

こそが、今後の社会で生きていく上で重要な要素となると言えます。言い換えるなら、物事（正解）があらかじ

め決まっていない（＝不確実である）ことは、自分自身の独自なやり方や個性を生かす余地があるということだ

と肯定的に捉える態度が重要だということです。そのような態度を培うためのキャリア教育の在り方について、

今後さらに検討を進めていきたいと考えています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

（１）「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（中教審答申）からみるキャリア教育の

課題と展望・久留米工業大学研究報告・No.37

（２）工学部大学生の職業観とキャリア成熟との関連性－職業観に関する自由記述データの探索的検討を通

して－、日本教育心理学会第 56 回総会発表論文集

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ 

これからの不確実の高い社会でも活躍できる人材の

育成に努めたいと考えています。 

提供可能な設備機器 

なし 




